
一

般

科

機
械
工
学
科

電
気
電
子
創
造
工
学
科

物
質
工
学
科

建
築
学
科

    

杉 山  桂 子 
( SUGIYAMA Keiko ) 

一般科 准教授 （英語） 

（ 博士（言語学） ） 
 

研究室ホームページ 

▷ 英語法助動詞の意味論・語用論 

▷ 英語の心理動詞の派生形の意味・語用論 

 

▷ TOEIC、GTEC for Students の講座  

▷ 英文法の講座  

 

▷ 計画を立て旅行をすること 

約 10 年前までは、英語の法助動詞の周辺的な使い方に

ついて研究をしています。たとえば、must であれば Men 

must die.(人は死ぬものだ)のように、must のよく知られ

る２つの意味 (「...しなければならない」や「...に違い

ない」)とは少し違う意味を表す使い方です。 will であ

れば Dogs will bark. (犬は泣くものだ)や、should であ

れば It’s surprising that Tom should come to the 

party. (トムがパーティに来るなんて驚きね)のような、

一見、どんな意味を伝えているのだろうと思うような使い

方に興味があります。このような英語法助動詞の不思議な

使い方が、どのような文脈や出来事であれば、可能である

のかを研究していました。 

近年は、英語の doing 形や done 形の心理形容詞を研究

しています。典型的な心理形容詞には、surprising や

surprised などが有り、この２つの形式の形容詞には世間

でよく知られた使い分けのルールが在ります。しかし、実

はこのルールに反する事例があり、そのようなものを対象

に研究しています。 

英語教育の面では、高校英語の英文法をわかりやすく教え

ることや、初心者対象に TOEIC の講義をすることを得意と

しています。 

 

専 門 分 野 

研 究 概 要 

▷ 総称文         ▷ 多義 

▷ 英文法        ▷ TOEIC 
▷ 英語の法助動詞 

▷ 義務的・認識的意味 

▷ 感情的な形容詞 

▷ 心理動詞の派生形 

趣 味 な ど 

https://www.oyama- 
ct.ac.jp/G/kyouin/ 
kyouin2019/sugiyam 
a.html 

キ ー ワ ー ド 

お 役 に 立 て そ う な こ と 

    

加 藤  清 考 
( KATO Seikou ) 

一般科 准教授 （物理） 

（ 博士（理学） ） 
 

▷ 素粒子論 

素粒子論における未解決問題の一つである「クォーク閉

じ込め問題」に関する研究をしています。 

自然界の物質はすべて原子からできていますが、その原

子は原子核と電子からできています。さらに原子核は陽子

と中性子からできており、これらはクォークと呼ばれる素

粒子からできています。しかし、クォークは何らかの要因

で陽子や中性子たちの中に閉じ込められており、自然界に

単独で存在することが出来ません。その閉じ込めのメカニ

ズムを解明することがクォーク閉じ込め問題です。 

この問題には、クォーク間の強い力を媒介するグルーオ

ンと呼ばれる粒子が本質的な役割を果たしており、これら

は Yang-Mills理論で記述できます。実際に Yang-Mills理

論を使ってクォーク間の（色）電気力線を数値的に計算す

ると下図のような結果になり、超伝導におけるマイスナー

効果と同様なメカニズムで閉じ込めを理解できることが

分かります。 

これを数値計算に頼らず、解析的に（紙と鉛筆で）計算

することが求められます。 

専 門 分 野 

▷ 野球、ソフトボール 

▷ ギター演奏 

▷ 数学、物理の勉強 

研 究 概 要 

▷ 場の量子論 

▷ Yang-Mills理論 

▷ 格子ゲージ理論 

▷ 量子色力学（QCD） 

▷ クォーク閉じ込め 

▷ 双対超伝導 

趣 味 な ど 

▷ 理論物理に関する相談 

▷ サイエンス教室（小学生以下向け） 

▷ 出前授業（中学以上向け） 

キ ー ワ ー ド 

お 役 に 立 て そ う な こ と 
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